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全４枚

つくば市と筑波大学 ヒューマン・スマートシティ研究機構は、市民ニーズの把握
や政策立案業務に活用することを目的として、市民の声をAIで分析・可視化する
「つくば市データ分析プラットフォーム」（プロトタイプ）を構築し、試験公開を
開始しました。当該プラットフォームは、つくば市議会の会議録や洞峰公園に関す
る市民アンケートを基に、議会で取り上げられた課題や洞峰公園に対する市民の考
え等を生成AIで整理・分析、可視化するとともに、生成AIが課題等を要約し、新規
施策を提案する機能も有しています。
なお、試験公開期間中に画面表示や操作性に係る問題点、追加機能等を洗い出し

て改善等を行い、バージョンアップした上で本格運用に移行する予定です。

【試験公開開始日】
令和７年５月13日（火）

【試験公開案内サイト】
つくば市HP（つくば市データ分析プラットフォーム）
https://www.city.tsukuba.lg.jp/shisei/torikumi/kagaku/supercity/24718.html

【試験公開で利用するデータ】
○つくば市議会会議録（令和元年度～令和６年度）
・定例会、臨時会、予算決算委員会、その他委員会の会議録

○「洞峰公園」の運営に関するアンケート（２種）
・洞峰公園の無償譲渡に関する市民アンケート（令和５年11月、つくば市）
・洞峰公園パークPFI事業に関するアンケート（令和４年７月～９月、茨城県）

つくば市データ分析プラットフォーム
（市民の声見える化）を試験公開します



データ連携基盤

住民の“今”の声をデジタルに政策へ。新住民参加型検討プロジェクト
・住民の”今の声”をいち早く把握し、政策、行政サービスへ反映し、より満足度の高いサービスを住民へ還元。
・様々な“声”をデジタル化し、行政における住民の”声”の把握、分析、集計の効率化を実現。他分野のデータを拡充し、将来の行政サービスの向上へ更なる活用を図る。

アンケート、意見
陳情、嘆願
（デジタル化）

住民の”今の声”を収集

声の収集

”声””意見”のデジタル化
（データ化、収集）

・イベント時の住民の生の”声”
（アンケート、意見書、問い合わ
せ）をデジタル化
・各種議会議事録をデータ化

住民の声を分析・集約

分析・活用

“声””意見”を整理・集約
（AI分析、見える化）
・AIによるデータ整理、分析、見
える化
・政策、行政サービスへの市民の
反応を把握

住民の声を政策、
行政サービスへ活用

政策へ活用

行政サービス向上へ活用
（住民還元）

・分析データを政策・行政サービ
スへ活用
・情報利活用⇒業務効率化
・要望、意見の優先度把握

国・行政団体の情報活用

情報拡充・活用拡大

外部情報の収集、活用
（データ利活用）

・警察をはじめとする、他分野の
データを拡充し活用
・住民向けデータ利活用サービ
ス創出へ
・仕組みを他分野へ活用

効果
最大化

サービス
向上効率化新技術

活用住民視点
データ
利活用

新住民向
けサービスデジタル化 蓄積

AI分析PF（生成AI）

つくスマ

サービス創出・連携

分析・見える化

データ充実化 （データ化 ～ 蓄積 ～ 拡充へ）

ダッシュボード

行政サービス活用

更なる連携・活用
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行政データの活用（市民の声の分析、見える化）
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生成AI

分析・コンテンツ作成イメージ

施策立案支援

・関連する既存の施策、詳細

・取り組むべき新規の施策

住民の声

自由検索

関連する課題の抽出

課題の可視化

ダッシュボード形式による課題の可視化

行政データの活用（市民の声の分析、見える化）
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ポータル上で、住民の声の分析結果への容易なアクセス、政策立案のための情報を提供

住民の声の可視化 （AIによる課題の可視化）
政策立案支援 （AIによるおススメ施策の提案）
自由検索 （AIによる関連情報の検索） 3

つくば市データ分析プラットフォームポータルの構築
行政データの活用（市民の声の分析、見える化）


